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１
　
は
じ
め
に

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
地
域
通
貨
発
行
の
試
み
が
世
界
的
に
急
増
し
て
い
る
。
地
域
通
貨
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、

流
通
が
一
定
の
地
域
や
特
定
の
取
引
領
域
に
制
限
さ
れ
る
通
貨
を
指
し
て
い
る
。
代
表
的
な
地
域
通
貨
と
し
て
は
、
カ
ナ
ダ
を
発
祥

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
広
ま
っ
た
「
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
」、
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
の
「
イ
サ
カ
・
ア
ワ

ー
」、
七
十
年
の
歴
史
を
持
つ
ス
イ
ス
の
「
ヴ
ィ
ア
（
Ｗ
Ｉ
Ｒ
）」
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
も
、
よ
く
紹
介
さ

れ
る
も
の
と
し
て
、
北
海
道
「
ク
リ
ン
」、
千
葉
県
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」、
神
奈
川
県
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
」、
滋
賀
県
「
お
う
み
」、
大
分
県

「
Ｙ
ｕ
ｆ
ｕ
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
日
本
で
運
営
さ
れ
て
い
る
地
域
通
貨
の
数
は
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索
可
能
な
も
の
だ
け

で
三
二
〇
あ
ま
り
存
在
す
る
（
二
〇
〇
三
年
九
月
現
在
）。

地
域
通
貨
の
発
行
形
式
は
、
後
で
見
る
よ
う
に
極
め
て
多
様
で
あ
り
、
通
貨
と
言
う
と
き
に
一
般
的
に
思
い
起
こ
す
よ
う
な
紙
幣

タ
イ
プ
の
も
の
だ
け
に
限
ら
な
い
。
ま
た
、
発
行
の
目
的
も
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
環
境
保
護
運
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支

援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
福
祉
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
通
貨
に
は
必
ず
し
も
統
一
的
な
概
念
定
義
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
論
者
に
よ
っ
て
地
域
通
貨
発
行
の
目
的
に
応
じ
た
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
地
域
通
貨
と
法
貨
（
中
央
銀
行
券
）
と
の
兌
換
姓
を
と
り
あ
げ
て
も
、
兌
換
で
き
な
い
こ
と
を
地
域
通
貨
の
定
義
の
一

つ
に
挙
げ
る
考
え
も
あ
る
一
方
で
、
兌
換
を
認
め
る
も
の
も
地
域
通
貨
に
含
め
る
考
え
方
も
併
存
す
る
。
ま
た
、
時
間
に
と
も
な
っ

地
域
通
貨
の
機
能
は
何
か

清
水
　
葉
子



て
減
価
す
る
こ
と
を
地
域
通
貨
の
重
要
な
特
性
の
一
つ
と
す
る
見
方
も
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
性
質
を
採
用
し
な
い
地
域
通
貨
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
通
貨
を
も
っ
と
も
広
く
定
義
す
る
な
ら
ば
、
法
定
貨
幣
で
あ
る
中
央
銀
行
券
と
は
別
に
、
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
た

地
域
や
取
引
領
域
向
け
に
限
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
具
体
的
な
地
域
通
貨
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
地
域
通
貨
発
行
の
意
義
を
、
広
義
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
増
加
と
、
特

定
目
的
に
限
定
し
た
貨
幣
の
発
行
と
い
う
二
つ
に
分
け
て
論
じ
、
そ
の
効
果
と
限
界
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

２
　
地
域
通
貨
の
歴
史

地
域
通
貨
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
紹
介
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
守
山
（
二
〇
〇
一
）、
泉
（
二
〇
〇
一
）
な
ど
に

主
に
依
拠
し
な
が
ら
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

地
域
通
貨
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
古
く
は
イ
ギ
リ
ス
・
ガ
ー
ン
ジ
ー
島
で
一
八
一
六
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
ス
テ
ー
ト
・
ノ
ー
ト

や
、
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
三
四
年
ま
で
発
行
さ
れ
た
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
「
労
働
証
書
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
初

の
地
域
通
貨
発
行
ブ
ー
ム
は
、
世
界
が
大
不
況
に
あ
え
ぐ
一
九
三
〇
年
代
に
出
現
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ
人
実
業
家
シ
ル

ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
（Silvio

G
essell

）
（
１
）

が
提
唱
し
た
「
自
由
貨
幣
（free

m
oney

）」
の
考
え
方
が
あ
る
。
ゲ
ゼ
ル
は
、
不
況
の
な
か
で

金
融
業
者
の
投
機
の
た
め
に
実
態
経
済
が
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
投
機
が
起
き
る
原
因
を
、
他
の
す
べ
て
の
財
は
時
間

の
経
過
と
と
も
に
劣
化
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
貨
幣
だ
け
は
時
間
が
経
っ
て
も
劣
化
し
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
た
。
経
年
劣
化

し
な
い
こ
と
で
、
貨
幣
は
一
般
の
財
に
く
ら
べ
て
優
位
性
を
持
ち
、
人
々
は
他
の
財
を
所
有
す
る
こ
と
よ
り
も
貨
幣
を
所
有
す
る
こ

と
を
好
む
。
こ
の
こ
と
が
貨
幣
の
退
蔵
に
つ
な
が
り
、
不
況
を
深
刻
化
し
た
り
投
機
を
生
ん
だ
り
し
て
い
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

貨
幣
の
退
蔵
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
貨
幣
も
時
間
と
と
も
に
減
価
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
が
ゲ
ゼ
ル
の
提
唱
し
た
「
自
由
貨
幣
」
の
具
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体
的
な
形
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
定
期
間
経
過
ご
と
に
、
紙
幣
の
裏
面
に
印
紙
な
ど
を
貼
る
よ
う
義
務
づ
け
る
と
い
っ
た

仕
組
み
で
、
貨
幣
保
有
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
貨
幣
は
時
間
と
と
も
に
価
値
を
減
じ
て
い

く
の
で
、
人
々
は
保
有
コ
ス
ト
を
避
け
る
た
め
貨
幣
を
早
く
使
お
う
と
し
、
貨
幣
の
流
通
速
度
が
高
ま
り
取
引
が
活
発
に
な
る
。

ゲ
ゼ
ル
の
提
唱
し
た
自
由
貨
幣
を
実
際
に
応
用
し
た
記
録
と
し
て
は
、
ヴ
ェ
ー
ラ
交
換
組
合
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
ド
イ
ツ

の
炭
鉱
町
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ネ
ン
キ
ル
ヘ
ン
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
地
方
の
小
さ
な
町
ヴ
ェ
ル
グ
ル
の
試
み
が
有
名
で
あ
る
（
図

１
参
照
）。

人
口
わ
ず
か
五
〇
〇
人
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ネ
ン
キ
ル
ヘ
ン
で
は
、
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
た
炭
鉱
を
買
い
取
っ
た
炭
鉱
主
マ
ッ
ク
ス
・

ヘ
ベ
ッ
カ
ー
が
、
一
九
三
一
年
に
減
価
貨
幣
を
導
入
す
る
。
彼
は
、
銀
行
借
入
れ
を
炭
鉱
労
働
者
の
賃
金
に
あ
て
る
と
す
ぐ
に
経
営

が
行
き
詰
ま
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
労
働
者
の
賃
金
の
う
ち
三
分
の
二
を
減
価
貨
幣
ヴ
ェ
ー
ラ
で
支
払
う
代
わ
り
に
、
町
の
商
店
な

ど
に
生
活
必
需
品
を
ヴ
ェ
ー
ラ
で
購
入
で
き
る
よ
う
交
渉
し
た
。
ヴ
ェ
ー
ラ
は
減
価
す
る
た
め
、
速
い
速
度
で
労
働
者
か
ら
小
売
商

店
、
卸
、
生
産
者
へ
と
流
通
し
て
い
く
が
、
最
後
に
は
ヴ
ェ
ー
ラ
で
の
石
炭
購
入
が
保
証
さ
れ
て
い
た
（
２
）。

生
産
者
は
燃
料
と
し
て
石

炭
を
使
う
の
で
、
貨
幣
ヴ
ェ
ー
ラ
は
炭
鉱
主
で
あ
る
ヘ
ベ
ッ
カ
ー
に
還
流
し
、
好
循
環
が
形
成
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
ー
ラ
の
発
行
に
よ
っ

て
地
域
経
済
は
活
性
化
し
、
ド
イ
ツ
全
土
に
広
く
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ネ
ン
キ
ル
ヘ
ン
の
奇
跡
」
と
も
よ
ば
れ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ー
ラ
の
発
行
は
国
家
の
通
貨
発
行
権
に
抵
触
す
る
と
い
う
理
由
で
、
発
行
後
ま
も
な
く
政
府
と
ド
イ
ツ
帝

国
銀
行
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
、
町
は
ま
た
も
と
の
停
滞
状
態
に
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
方
の
ヴ
ェ
ル
グ
ル
で
は
、
町
長
自
ら
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
担
保
に
「
労
働
証
明
書
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
通
貨
を
発
行

し
た
。
町
は
、
公
務
員
や
町
が
行
う
公
共
事
業
に
従
事
し
た
労
働
者
に
対
し
て
給
与
の
半
分
を
労
働
証
明
書
で
支
払
っ
た
。
こ
の
通

貨
も
ヴ
ェ
ー
ラ
と
同
様
に
減
価
し
た
た
め
、
驚
く
ほ
ど
の
速
度
で
流
通
し
た
と
い
う
。
ヴ
ェ
ル
グ
ル
の
労
働
証
明
書
は
、
手
数
料
を
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ドイツ・シュヴァーネンキルヘン
―ドイツ東南部所在の石炭鉱山の町、人
口は500人足らず

オーストリア・ヴェルグル
―チロル地方ザルツブルグ近郊の観光を主体とす
る町、人口は4300人

発行期間 1931年１月～11月 1932年８月～1933年９月
発行主体 小鉱山の所有者、ヘベッカー ヴェルグル町当局

発行方法

・鉱山の石炭を担保として「ヴェーラ」
と称される減価貨幣を発行、貨幣の減
価を回避するためには２週間に１回、
スタンプの貼付が義務付けられた。
・ヴェーラは、炭坑労働者に対する給料
支払い手段として発行され、給料の３
分の２がヴェーラで、３分の１がライ
ヒスマルクで支払われた。

・「労働証明書」と呼ばれる町独自の減価する地
域通貨を発行、当初の発行高は1800シリング、
券種としては、１シリング、５シリング、およ
び10シリングの３種類が発行された。なお、法
貨との交換も２％の手数料支払いにより保証さ
れた。
・労働証明書は毎月、１％の割合で減価するため、
その額面金額を維持するには、月末に減価分に
相当する印紙を町当局から購入の上貼付するこ
とが求められた。なお、印紙の売上金は貧困者
の救済基金に充当された。
・失業対策として実施された道路の整備、橋の建
設などといった公共事業に従事した労働者1500
人、および町職員に対する給料の50％が労働証
明書により支払われた。公共事業の実施に伴い、
町では失業手当の支給を取り止め。

流通情況と
経済効果

・当初、町の商店はヴェーラを受け入れ
ようとはしなかったが、ヘベッカーが
従業員専用の店を設け、ヴェーラで日
常生活に必要な商品を販売したことを
契機として急速に普及。つれて、シュ
ヴァーネンキルヘンの町も活気を取り
戻した。
・ヴェーラは炭坑労働者から町の商店、
卸売業から生産者へと流れた。最終的
な受け手となった生産者は、ヴェーラ
でもってシュヴァーネンキルヘン産の
石炭を購入したため、石炭が売れれば
炭坑労働者の雇用が保証されるという
かたちで経済の好循環が発生し、それ
が地域経済の活性化を支えた。
・1931年10月、ドイツ帝国銀行はヴェー
ラの発行から使用まで全て禁止。それ
とともに、鉱山経営者は炭坑労働者へ
の給料支払いが不可能となるなか、鉱
山は閉鎖されることになった。その結
果、鉱山労働者は再び、失業状態に陥
るとともに、シュヴァーネンキルヘン
の町も活気を失った。

・印紙代金支払い回避のため、労働証明書を受け
取った人や商店は、法貨であるオーストリア・
シリングより先に使おうとしたことから、労働
証明書は町内を猛烈な勢いで循環することにな
った。
・支払いが滞っていた町税の支払いも急速に進み、
税の滞納問題も解消した。税金の支払いという
かたちであまりにも早く労働証明書が町に還流
してくるため、会計課の役人が偽札の発行を疑
うまでに至った。
・町は労働証明書の発行後、４ヶ月で総額10万シ
リングの公共事業を実施、その結果、失業がみ
るみる解消したほか、商店も繁盛するなど、ヴ
ェルグルの町だけ、大不況のなかで繁栄を謳歌
することになった。また、町の税収も労働証明
書発行以前の８倍に増えた。
・オーストリアの中央銀行が、労働証明書の発行
は紙幣発行の独占権に抵触するとして訴え、裁
判では中央銀行が勝利した。この結果、労働証
明書の発行は1933年９月、１年余で取り止めら
れ、完全雇用状態に近かったヴェルグルの町は
再び30％近い失業率を記録することになった。

図１　減価貨幣の発行・流通事例

（出所）西部（2002）



支
払
え
ば
法
貨
と
の
交
換
も
認
め
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、
町
税
の
納
入
に
も
使
わ
れ
た
。
と
く
に
商
店
主
は
、
印
紙
コ
ス
ト
負
担
を
避

け
る
た
め
に
法
貨
よ
り
先
に
労
働
証
明
書
を
町
税
の
支
払
い
に
使
っ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
滞
納
さ
れ
て
い
た
税
金
が
一
気
に
集
ま
り
、

町
の
会
計
係
が
偽
造
を
疑
う
ま
で
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
ヴ
ェ
ル
グ
ル
の
試
み
も
、
ま
も
な
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
中
央
銀
行
の
貨

幣
発
行
権
に
抵
触
す
る
と
し
て
裁
判
に
な
り
、
中
央
銀
行
側
の
勝
訴
に
伴
っ
て
発
行
後
一
年
余
り
で
禁
止
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
減
価
貨
幣
は
ま
も
な
く
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
に
も
紹
介
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
は
ア
ー
ビ
ン
グ
・
フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
減
価
貨
幣
が
貨
幣
の
流
通
速
度
を
高
め
る
と
い
う
方
向
か
ら
着
目
さ
れ
た
。
類
似
の
減
価
貨
幣

の
導
入
事
例
は
ア
メ
リ
カ
で
三
〇
〇
件
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
で
も
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

に
よ
っ
て
、
地
方
分
権
的
な
貨
幣
発
行
は
中
央
集
権
的
な
有
効
需
要
政
策
に
置
き
換
え
ら
れ
、
禁
止
さ
れ
た
。

３
　
現
代
の
地
域
通
貨

一
九
三
〇
年
代
の
地
域
通
貨
ブ
ー
ム
は
、
そ
の
後
の
景
気
の
回
復
と
と
も
に
い
っ
た
ん
終
焉
す
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
頃

か
ら
地
域
通
貨
は
第
二
の
ブ
ー
ム
を
迎
え
る
。
一
九
八
三
年
に
カ
ナ
ダ
で
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

と
呼
ば
れ
る
地
域
通
貨
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

現
在
世
界
中
で
発
行
さ
れ
て
い
る
地
域
通
貨
は
、
数
千
と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
形
式
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
守
山
（
二
〇

〇
一
）
で
は
、
地
域
通
貨
を
図
２
の
よ
う
に
類
型
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
通
貨
を
、
市
場
志
向
型
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
志
向

型
か
、
紙
券
発
行
型
か
債
務
発
行
型
（
口
座
変
動
方
式
）
か
の
二
つ
の
次
元
で
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
紙
券
発
行
型
は
、
通
常
の
法

貨
と
同
じ
よ
う
に
紙
幣
が
発
行
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
発
行
型
で
は
紙
幣
が
発
行
さ
れ
ず
、
事
務
局
が
管

理
す
る
各
参
加
者
の
口
座
の
増
減
に
よ
っ
て
決
済
を
行
う
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
市
場
志
向
型
は
、
企
業
活
動
と
の
親
和
性
が
高

（36）
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く
、
地
域
経
済
活
性
化
と
い
っ
た
経
済
目
的
を
追
求
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
の

に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
志
向
型
は
、
企
業
活
動
と
は
一
線
を
画
し
、
市
場

取
引
に
な
じ
み
に
く
い
福
祉
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
か
か
わ
る
取
引
を
中

心
と
す
る
タ
イ
プ
を
意
味
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
債
務
発
行
型
（
口
座
変
動
方
式
）
の
代
表
例
で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
で
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
間
で
配
布
さ
れ
る
提
供
リ
ス
ト
（
各
参
加
者
が

自
分
の
提
供
で
き
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
掲
載
す
る
）
に
基
づ
い
て
相
対
で
値

決
め
を
し
て
取
引
を
行
い
、
決
済
は
事
務
局
が
管
理
す
る
各
人
の
口
座
の
増

減
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
で
行
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
赤
字
を
累
積
す
る
参

加
者
も
い
る
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
継
続
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
回

復
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
赤
字
は
他
の
参
加
者
か
ら

財
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
て
い
る
（
地
域
通
貨
シ
ス
テ
ム
内
で
有
効
需
要
を

作
り
出
し
て
い
る
）
こ
と
に
な
る
の
で
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
と
呼
ん
で
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
カ
ナ
ダ
で
リ
ン

ト
ン
が
提
唱
し
た
時
に
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
す
市
場
志
向
型
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
移
入
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
福
祉

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
め
ざ
す
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
む
し
ろ
後
者
の
方
が
盛
ん
に
取
引
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
紙
幣
発
行
を
行
う
イ
サ
カ
・
ア
ワ
ー
で
は
、
最
初
に
事
務
局
に
法
貨
で
あ
る
ド
ル
を
支
払
っ
て
提
供
で
き
る
財
や
サ
ー
ビ

ス
を
登
録
す
る
と
、
イ
サ
カ
・
ア
ワ
ー
の
紙
券
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
紙
券
を
使
っ
て
、
登
録
さ
れ
て
い
る
財
や
サ
ー
ビ

ス
の
決
済
を
行
う
。
一
イ
サ
カ
・
ア
ワ
ー
は
、
地
元
の
平
均
的
な
時
給
で
あ
る
一
〇
ド
ル
の
法
貨
と
交
換
可
能
で
あ
り
、
イ
サ
カ
・

イサカ・アワー�

LETS（カナダ）�

LETS（英国）�

WIR

コミュニティ志向型�

債券発行型�紙券発行型�

市場志向型�

タイム・ダラー�

図２

［出所］守山（2001）



ア
ワ
ー
は
、
地
域
の
食
料
品
店
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン
ク
な
ど
で
法
貨
と
併
用
す
る
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
市
場
経
済
と
の

親
和
性
が
高
い
。
事
務
局
は
、
新
規
の
イ
サ
カ
・
ア
ワ
ー
の
発
行
を
、
新
規
加
入
者
の
あ
っ
た
と
き
や
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
イ
サ
カ
・

ア
ワ
ー
で
の
借
入
れ
（
無
利
子
）
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
通
貨
発
行
量
を
管
理
し
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
か
ら
現
在
に
ま
で
続
く
地
域
通
貨
の
老
舗
、
ス
イ
ス
の
ヴ
ィ
ア
は
、
中
小
企
業
者
の
協
同
組
合
と
し
て
始
ま
っ
た
。

事
務
局
は
現
在
で
は
ス
イ
ス
の
銀
行
法
に
基
づ
く
正
規
の
銀
行
で
あ
る
。
参
加
者
ど
う
し
の
取
引
は
、
一
部
が
法
貨
で
あ
る
ス
イ

ス
・
フ
ラ
ン
で
、
一
部
が
ヴ
ィ
ア
で
決
済
さ
れ
、
ヴ
ィ
ア
の
決
済
は
ヴ
ィ
ア
銀
行
の
口
座
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
ヴ
ィ
ア
銀
行
は
参

加
者
に
対
し
て
ヴ
ィ
ア
で
信
用
供
与
す
る
の
で
、
ヴ
ィ
ア
の
発
行
量
は
こ
の
信
用
供
与
に
よ
っ
て
伸
縮
す
る
こ
と
に
な
る
。
参
加
者

は
取
引
額
の
〇
・
六
％
を
手
数
料
と
し
て
ヴ
ィ
ア
銀
行
に
支
払
い
、
こ
れ
が
銀
行
の
運
営
費
に
あ
て
ら
れ
る
。
ま
た
、
参
加
者
は
ヴ

ィ
ア
銀
行
に
ヴ
ィ
ア
で
出
資
す
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
出
資
金
に
は
配
当
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ヴ
ィ
ア
は
通
常
の
地
域
通
貨

と
は
異
な
り
、
価
値
貯
蔵
手
段
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ア
は
き
わ
め
て
市
場
経
済
に
親

和
的
な
地
域
通
貨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
Ｙ
ｕ
ｆ
ｕ
な
ど
が
採
用
し
て
い
る
の
は
日
本
独
自
の
発
行
形
式
と
さ
れ
る
借
用
証
書
方
式
で
あ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
が
記
名
の
上
で
紙
券
を
発
行
し
て
取
引
に
利
用
す
る
。
発
行
さ
れ
た
紙
券
は
、
次
々
に
参
加
者
の
間
を
流
通
す

る
が
、
も
と
の
発
行
者
の
と
こ
ろ
に
も
ど
っ
て
く
る
と
、
そ
こ
で
償
却
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
債
務
発
行
型
（
口

座
管
理
方
式
）
の
一
類
型
と
し
て
理
解
で
き
、
債
務
発
行
型
の
口
座
管
理
の
複
雑
さ
を
借
用
証
書
を
紙
券
で
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
回
避
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
２
の
類
型
に
付
け
加
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
地
域
通
貨
の
発
行
量
が
中
央
管
理
さ
れ
る
タ
イ
プ
と
自
己
発
行
型
の
タ
イ
プ
に
分

け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
債
務
発
行
型
（
口
座
変
動
方
式
）
の
う
ち
、
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
で
は
、
通
貨
発
行
量
を
決
め
る
の
は
参
加
者

（38）



個
人
で
あ
っ
て
、
個
人
が
口
座
上
の
債
務
（
赤
字
）
を
累
積
す
る
こ
と
に
対
し
て
こ
れ
を
強
制
的
に
禁
じ
る
方
策
は
存
在
し
な
い
。

一
方
、
同
じ
く
債
務
発
行
型
（
口
座
変
動
方
式
）
で
あ
っ
て
も
、
Ｗ
Ｉ
Ｒ
の
場
合
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｒ
銀
行
の
信
用
供
与
と
い
う
形
で
マ
ネ

ー
が
供
給
さ
れ
る
の
で
、
発
行
量
は
中
央
管
理
型
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
方
、
同
じ
よ
う
に
紙
券
が
発
行
さ
れ
て
い
て
も
、
イ
サ
カ
・
ア
ワ
ー
は
、
通
貨
発
行
量
が
事
務
局
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、

通
貨
発
行
は
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
で
発
行
さ
れ
る
借
用
証
書
型
の
紙
券
は
自
己
発
行
さ
れ
る
の

で
通
貨
発
行
量
を
中
央
管
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４
　
地
域
通
貨
の
機
能

不
十
分
な
が
ら
、
地
域
通
貨
の
具
体
的
な
紹
介
を
踏
ま
え
て
、
地
域
通
貨
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
地
域
通
貨
の
持

つ
重
要
な
機
能
と
し
て
は
、
ま
ず
局
所
的
に
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
不
況
期
に
多
く
発
行
さ
れ
た
地
域
通
貨
で
は
、
貨
幣
を
減
価
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
貨
幣
の
流
通
速
度
を

上
げ
て
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
増
加
を
さ
ら
に
補
完
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
不
況
対
策
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
局

所
的
に
金
融
緩
和
が
行
わ
れ
て
い
る
の
と
機
能
的
に
は
同
じ
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
鹿
野
（
二
〇
〇
二
）
は
、
貨
幣
が
減
価
す
る
こ
と
に
過
大
な
意
味
を
見
出
す
こ
と
は
誤
解
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ヴ

ェ
ル
グ
ル
な
ど
で
の
地
域
通
貨
の
成
功
は
、
減
価
す
る
こ
と
か
ら
来
る
流
通
速
度
の
増
大
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
通
貨
が
発
行
さ

れ
た
こ
と
自
体
が
も
た
ら
し
た
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
増
加
効
果
が
大
き
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
う
え
、
地
域
通
貨
は
減
価
す
る
こ
と

で
、
法
貨
に
比
べ
て
先
に
使
わ
れ
や
す
く
な
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
分
法
貨
の
方
の
流
通
速
度
が
落
ち
る
な
ら
合
計
し
た
時
の
流
通

速
度
は
大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヴ
ェ
ル
グ
ル
な
ど
の
例
で
は
、
賃
金
を
地
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域
通
貨
で
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
公
共
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
し
か
も
発
行
さ
れ
た
地
域
通
貨
は
か
な
り
の
部
分
が
納
税
に
使
わ
れ

た
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
赤
字
国
債
発
行
に
よ
る
有
効
需
要
政
策
に
極
め
て
近
い
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

経
済
活
性
化
が
地
域
通
貨
の
効
果
で
あ
る
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
地
域
通
貨
は
、
特
定
目
的
の
た
め
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
貨
幣
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
、

地
域
活
性
化
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
保
護
運
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
と
い
っ
た
特
定
の
目
的
の
た
め
に
発
行
さ
れ
、
主
と
し

て
そ
の
目
的
の
た
め
に
だ
け
利
用
さ
れ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
空
間
的
な
地
域
で
あ
る
か
、
無
農
薬
野
菜
の
生
産
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
形
で
物
理
空
間
と
関
係
の
な
い
特
定
の
興
味
・
関
心
を
も
っ
た
参
加
領
域
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
地

域
通
貨
の
持
つ
こ
の
機
能
の
本
質
は
、
特
定
領
域
に
し
か
流
通
し
な
い
貨
幣
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
で
市
場
を
分
断
す
る
こ
と
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
環
境
保
護
目
的
で
発
行
さ
れ
る
地
域
通
貨
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
運
動
に
賛
同
す
る
参
加
者
の
間
だ
け
に
流
通
し
、

貨
幣
の
も
つ
購
買
力
が
特
定
領
域
の
外
に
出
て
行
く
こ
と
が
な
い
。
環
境
保
護
関
連
で
手
に
入
れ
た
環
境
保
護
通
貨
は
、
か
な
ら
ず

環
境
保
護
関
連
の
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
使
わ
れ
る
。
同
様
に
、
地
域
が
獲
得
し
た
所
得
（
購
買
力
）
は
、
法
貨
の
ま
ま
で
は
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
地
域
の
外
部
に
流
出
し
て
い
く
が
、
所
得
の
一
部
で
も
地
域
通
貨
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
で
、
限

定
さ
れ
た
地
域
に
購
買
力
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
購
買
力
を
特
定
領
域
に
閉
じ
込
め
る
と
い
う
地
域
通
貨
の
特

性
が
、
地
域
活
性
化
や
環
境
保
護
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
の
実
現
を
経
済
的
に
支
え
る
こ
と
に
効
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
特
定
目
的
の
実
現
と
い
う
地
域
通
貨
の
機
能
に
も
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
東
京
一
極
集
中
と
い
っ
た

明
ら
か
な
購
買
力
の
偏
り
に
対
し
て
は
、
地
方
が
地
域
通
貨
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
購
買
力
を
囲
い
込
む
こ
と
は
一
定
の
意
義

を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
社
会
全
体
の
有
効
需
要
が
一
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
特
定
地
域
が
地
域
通
貨
に
よ
っ
て
購
買
力
を
囲
い
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込
む
こ
と
は
、
そ
の
ぶ
ん
他
の
地
域
に
流
れ
て
い
た
購
買
力
が
流
れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
あ
る
種
の
「
近
隣
窮
乏
化
」

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
理
屈
上
は
、
環
境
保
護
活
動
を
目
的
と
し
た
地
域
通
貨
と
福
祉
目
的
の

地
域
通
貨
の
間
に
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
地
域
通
貨
に
よ
っ
て
購
買
力
を
囲
い
込
ま
な
く
て
も
、
個

人
に
そ
の
意
志
さ
え
あ
れ
ば
法
貨
で
も
当
該
目
的
が
実
現
可
能
で
あ
る
な
ら
、
地
域
通
貨
は
そ
の
目
的
の
た
め
の
十
分
条
件
で
は
あ

っ
て
も
、
必
要
条
件
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
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、
専
修
大
学
、

現
代
文
化
研
究
会

加
藤
敏
春
（
一
九
九
八
）『
エ
コ
マ
ネ
ー
』、
日
本
経
済
評
論
社

鹿
野
嘉
昭
（
二
〇
〇
二
）「
地
域
通
貨
と
経
済
活
性
化
」、『
経
済
学
論
叢
』、
第
五
四
巻
第
三
号
、
同
志
社
大
学

西
部
忠
（
二
〇
〇
二
）『
地
域
通
貨
を
知
ろ
う
』
岩
波
書
店

守
山
昭
男
（
二
〇
〇
一
）『
地
域
通
貨
と
郵
便
貯
金
』、
郵
便
貯
金
に
関
す
る
委
託
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
、
中
国
郵
政
局

―
（
二
〇
〇
二
）「
セ
ー
法
則
と
地
域
通
貨
」『
経
済
科
学
研
究
』
第
六
巻
第
一
号
、
広
島
修
道
大
学
経
済
科
学
会

注（
１
）

ゲ
ゼ
ル
は
一
八
六
二
年
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ン
地
方
に
生
ま
れ
、
後
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
移
住
し
た
実
業
家
。

（
２
）

こ
の
点
で
、
ヴ
ェ
ー
ラ
を
石
炭
を
担
保
と
す
る
債
務
証
券
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
し
み
ず
　
よ
う
こ
・
客
員
研
究
員
）

（41）


